　平成３１年度　第１回座間市在宅医療推進協議会（子会議）　会議録
平成３１年４月９日（火）１８時３０分～２０時００分
サニープレイス　３階研修室
１．在宅医療・介護連携支援室より
在宅医療・介護推進事業の具体的取組について（資料参照）
・現在の取組みについては、資料の「取り組んでいる内容」のア～クを参照のこと。
・今後の予定は、（資料参照）
「ア」は、近隣市の医療機関・介護事業所の情報把握をする。
まずは、介護支援専門員協議会経由で、市内のケアマネにケアマネタイムを配布し、情報収集をする。
「1」 は、ワーキング支援を実施する。
「ウ」は、介護業種別の連絡会を作る前に、検討会としてワーキングチームを立ち上げることになったが進んでおらず、医師会等の中で介護事業所の幹事役を決めてワーキングの積極的な運営をする方向で検討するのはどうかと考えている。
「エ」は、ＩＣＴの利用の促進活動
「カ」は、「顔の見える関係交流会」を実施したい。単発的な研修会が多かったので継続的な専門分野についての研修を開催したいと考えている。
２．医師会より
①医師会より提案（会議図参照）
医師会で「在宅医療検討委員会」という場を設けた。簡潔に言うと、医師会は連携支援に
主体的な活動を任せていたが、在宅医療推進協議会で挙げられた議題を取りまとめ、
医師会の意見を当会議に返していく機能を持つ委員会であり、３人の委員（医師）で活動す
ることとなった。医師会が一方的に決めるわけではない。皆が挙げた意見は医師会を通して
実行に向けるというところは今までと変わったとこかと思う。皆のご了解を得たい。

→反対がないということで先に進める。
②３１年度の活動内容(案)資料参照

・定期研修会を介護従事者対象に、期間は２０１９年から２０１２年の３年間で実施する
案。例えば研修会を疾患別でやっていたが実情に合わせて症状で分けて実施する。ヘルパー
等が現場で関わるキーワードを中心にした勉強会ができないかなと考えている。シリーズ
１・２・３と分けて連動できれば。それを３ヶ月で通してやっていく。その活動を当会議で
報告して、委員の意見を聞けたらと考える。
・活動４では、介護業種別連絡会設立についての支援、連絡会の規則作り、事務所設立準備
等について連携室を通してやりたい。
・おおまかには「新規項目３，４，５」をやるべき項目と捉えた。
・当会議と意見交換をしながら進めてゆく。医師会で検討できるとなれば提案できるし、予
算をここに使ってほしいことあれば検討したい。医師会長も医師会の顔が見えなったところ
は反省している。お金を使うという責任を明確にして責任を持って提案したいと考えている。

２．各ワーキングチームより報告
＜駐車場問題について＞
1 メンバー選定
・メンバーの選定が出来ていない状況だが、主に駐車場問題に直面している介護事業所の方にお願いしたい。
決定者：リーダー　通所介護事業所　石黒氏、訪問看護ステーション代表　大石氏、
訪問リハ代表　佐久川氏、ケアマネ協会代表　増井氏、
小規模多機能型居宅介護事業代表　筒井氏、訪問介護事業所代表　高橋氏
歯科医師会代表　椋本博之氏（デンタルクリニックで往診を担当）
2 駐車場問題がどこに位置づくのか
在宅医療・介護連携支援室より：そもそも駐車場問題は「在宅医療・介護推進事業の手引き
に位置づくものなのか。支援室が実施する内容なのかも含めて、考えてもらい
たい。
委員：駐車場問題は、地域の訪問介護事業所等の職種が直面する問題として改善すべき問題と捉える。課題の集約やこれら出来るワーキングチームの支援は在宅医療・介護連携支援室という認識でいる。
事務局：駐車場問題は、「在宅医療・介護推進事業の手引きのイ及びウ」に該当する。
医師会：医師会としては受けないわけではないが、医師会が駐車場問題に関係あるのかは市の問題として捉えて、次週医師会会議で提案して考えていきたい。

まずはワーキングメンバーを集めるところから始めてはどうか。ワーキンググループが成り立つかというところが問題だ。なぜ、駐車場問題があるのか問題を箇条書きにして文書にして提示してもらいたい。医師会にも文書で説明しないといけない。受けたくないというわけではなく、個人としては受けていかなければと思っている。
3 厚労省から駐車許可に関する事務連絡
・駐車場問題は国も察知しており、警察庁交通局を通して、「訪問診療等に使用する車両に係
る駐車許可の周知」という文書を出している。駐車場の許可の手続きが簡単になり、一つの
駐車許可で複数の場所に対応できるようようだ。（資料参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
